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研究要旨 

新型コロナウイルスの流行に伴うソーシャルディスタンスの確保や移動の制限は、相談

員の教育・研修のあり方にも大きな影響を与え、オンラインによる研修の提供が必要にな

っている。本研究では、相談対応の質保証（QA：Quality Assurance)を学ぶ研修をオンラ

インで開催するにあたり、オンライン形式での研修を開催する上での課題とその対処方法

について検討した。 
対面方式でのQA研修会のグループワークで、ファシリテーターを務めたことのある研究

協力者との意見交換を行い、オンライン研修を開催する上での課題や工夫する点について

議論し、課題及び工夫点の抽出を行った。 
その結果、＜オンライン研修実施上の課題＞には、① 参加者が場を共有できず、双方向

でのコミュニケーションが困難であること。② 円滑な進行には、より綿密なタイムマネジ

メントが必要となること。③ トラブル時にその場の状況により臨機応変に対処することが

困難であること。④ オンライン研修への参加が初めての者が多いことが想定され、参加者

が抱える不安に対処する必要があること、があげられた。また＜オンライン研修を開催す

るにあたっての工夫点＞には、① PC操作スキルと接続状況の確認、② 資料の事前配布、

③ 事前課題の提示、④ 時間管理、⑤ オンライン研修参加前の確認事項の提示、⑥グルー

プワーク時の役割決めと約束事の提示、⑦ 少人数でのグループワーク、⑧ グループワー

クのファシリテーターの選出、⑨ 自己紹介とアイスブレイク、の9つのポイントがあげら

れ、これらを研修プログラムに盛り込むことが重要であると考えられた。 



A． 研究目的 
がん医療の進歩や新たな医療制度の更新、またが

ん患者や家族等を取り巻く環境や価値観等の変化に

伴い、がんに関連する相談内容は複雑化している。こ

のような背景の中で、がん専門相談員が新たな情報

を知り、活用できるようになるとともに、継続的に学

ぶことのできる環境を作っていくことが、これまで

以上に重要になっている。多忙な医療現場において

は、継続的に学ぶことができる環境をいかに提供す

るかが、継続的に学ぶために不可欠な検討要素であ

る。さらに、新型コロナウイルスの流行に伴うソーシ

ャルディスタンスの確保や移動の制限は、こうした

教育・研修のあり方にも大きな影響を与え、オンライ

ンによる研修の提供が必要になっている。 
すでにがん専門相談員を対象とした研修において、

講義主体の教育内容については、E-learningで提供

が行われているが、オンライン方式で行われる双方

向性のやりとりやグループワークを用いて行う教育

や研修方法については、十分な検討がされていない。 
以上から、令和2年度は相談対応の質保証（QA：Q

uality Assurance)を学ぶ研修（以下、QA研修と称す

る。）をオンラインで開催することとし、オンライン

形式での研修を開催する上での課題とその対処方法

について検討した結果を報告する。 
 

B．研究方法 
対面方式でのQA研修会のグループワークで、ファ

シリテーターを務めたことのある研究協力者との意

見交換と打ち合わせ会議を2～3時間／回、2～3週間

おきに実施した。この打ち合わせ会議はオンライン

で実施し、オンライン研修の運営者側が実際の研修

時に必要となるPC操作や手順を確認しながら、オン

ライン研修を開催する上での課題や工夫する点につ

いて話し合いを重ねた。 
 

（倫理面への配慮） 
 本研究は、患者さんの個人情報などを扱う内容で

はなく、特記すべき事項なし。 
 
C．研究結果 
＜オンライン研修の内容＞ 
 本研究では、全国のがん専門相談員の継続教育の

一環として開催している「相談対応の質を学ぶ研修

（以下、QA研修）」をオンラインで実施した。QA研

修の目的は、多様な相談内容への対応や知識、スキル

をアップデートすることで、がん相談支援センター

における相談対応の質の保証と向上を図ることであ

る。さらに、全国から参加者を募ることで、がん相談

支援センターおよびがん相談員同士のネットワーク

が拡張することを期待している。オンラインでのQA
研修は集合対面形式同様に、講義とグループワーク

での演習の2部構成とし、相談対応に関する講義と、

がん相談支援センターに寄せられた事例を基にした

相談対応についてのグループディスカッションを含

む内容とした。参加者の負担への対処として、参加費

用は無料とし、研修修了後には受講証書の発行およ

び認定がん専門相談員の認定申請に用いることので

きる教育研修の単位（III群1単位）を付与した。研修

開催日時は、2020年8月25日（火）13：00～17：00
であった。研修内容の詳細については資料参照のこ

と。 
 
＜オンライン研修実施上の課題＞ 
 オンライン研修の参加者のみならず、運営者側も

個々人が別の場所からの参加を余儀なくされる。そ

のため、通常の対面形式での研修運営とは異なるオ

ンライン研修を実施する上での主な課題として、以

下が挙げられた。 
① 参加者が場を共有できないことで、双方向でのコ

ミュニケーションが困難であること。 
② 円滑な進行のためには、より綿密なタイムマネジ

メントが必要となること。 
③ トラブル時には、その場の状況により臨機応変に

対処することが困難であること。 
④ オンライン研修への参加が初めての者が多いこ

とが想定され、参加者が抱える不安に対処する必

要があること。 
 これらの課題に対処しつつ、QA研修の質を維持す

るため、これまでの研修プログラムの内容や進行方

法を再検討する必要があると考えられた。 
   
＜オンライン研修を開催するにあたっての工夫点＞ 
 研究メンバーでの意見交換および議論を重ね、オ

ンライン研修を開催するにあたり、以下の点を工夫

点として、研修プログラムに盛り込むこととした。 

① PC操作スキルと接続状況の確認 
 がん専門相談員を対象とした初めてのオンライン

研修開催であるため、オンライン上での研修に慣れ

ていない者が参加する可能性が考えられた。オンラ

イン研修への参加に伴う心理的不安への対処として、

研修開催の2週間程前に、研修に参加する上で必要と

なるPC操作スキルや接続環境に不具合がないかを

確認するため、オンライン接続テストを2回に分けて



実施した。この接続テストで、PC操作スキルに不安

がある者や接続環境に不具合が認められた者へは、

その対処法を伝え、研修当日までに改善するよう促

した。 

② 資料の事前配布 
QA研修全体スケジュールや内容を事前に確認す

ることで、参加者の目的意識を高めるためQA研修で

使用する講義資料はHP上に掲載し、参加者がダウン

ロードして事前に確認できるようにした。資料を事

前に提示することで、参加者がオンライン研修のイ

メージづけが可能となり、当日の円滑な運営にも繋

がると考えた。また、資料には決定事項を書き込める

ようにし、通常の対面での集合研修に用いる資料と

比べ、文字数を少なめにする（講義部分は除く）、グ

ループワーク時の時間配分を示すなど、見やすく且

つ必要事項の意識づけができるよう工夫をした。 
参加者へは、当日は資料を印刷して手元に準備し

た上で参加するよう依頼した。 

③ 事前課題の提示 
 講義資料と同様に研修当日のグループワークで使

用する教材（相談対応事例の音声データと逐語録お

よび相談対応評価表）はHP上に掲載した。事例を基

に相談対応評価表を作成することを事前課題として

提示し、参加者へは事前課題に取り組んだ上で研修

に参加するよう依頼した。この事前課題は、通常のQ
A研修でも提示しているが、オンライン上でのグルー

プワークにおいては、メンバーの主体的な参加が不

可欠であるため、事前課題は特に重要であることを

強調した。 

④ 時間管理 
 オンライン方式の研修を円滑に進行するためには、

参加者全員が共通の時間認識を持つことが重要であ

る。そこで、配布資料には研修全体のタイムスケジュ

ールと共に、各課題に取り組む時間（例.13:00～13:1
0）と所要時間（10分）を示し、スケジュールに沿っ

て研修を進行した。 

⑤ オンライン研修参加前の確認事項の提示 
  参加者に疑問や質問が生じた際、講師や他の参加

者、運営スタッフにオンライン上で確認することは

容易ではないこ。そこで、予め、準備や確認が必要な

事柄については資料に記載し、研修開始前に口頭で

説明した。また、オンライン接続不良やトラブルが生

じた際に自身で行うことのできる対処方法と運営側

の連絡先を示し、どのように対応すればよいか具体

的に説明した。 

⑥グループワーク時の役割決めと約束事の提示 
  オンライン上では、参加者が場の雰囲気を共有す

ることが困難である。そのような中で、初対面のメン

バー同士が円滑にディスカッションをするためには、

個々の参加者の主体的な参加は不可欠である。グル

ープワーク時の各自の役割を決めると共に、トラブ

ル発生時の対処方法を具体的に説明し、緊急連絡先

を提示した。また、約束事として、コミュニケーショ

ンをとる際の注意点を示すこととした。 

⑦ 少人数でのグループワーク 
今回は1グループ4名のメンバーでグループワーク

を行い、各グループに司会・進行を務めるファシリテ

ーター1名、運営サポートスタッフ1名を配置した。通

常のQA研修（1グループ7～8名）よりもグループメ

ンバー数を少なくすることで、オンライン上でも参

加者が時間的余裕を持って自由に意見交換できるよ

う配慮した。 

⑧ グループワークのファシリテーターの選出  
 グループワークの進行を務めるファシリテーター

は、がん専門相談員としての豊富な経験を有し、且つ

対面方式でのQA研修でもファシリテーターを経験

したことのある研究協力者が担うこととした。これ

により、参加者の不安や想定外のトラブルへの対処

が可能となり、グループワークでの学びの質を維持

することができると考えられた。 

⑨ 自己紹介とアイスブレイク 
 参加者の緊張をほぐし、活発な意見交換ができる

よう、グループワークを開始する前に自己紹介とア

イスブレイクの時間を設けた。自己紹介では「漢字一

文字で、今日の気持ちを表してください」と投げかけ、

オンライン上のテキストツールを使用し各自が発表

した。アイスブレイクでは、「今日の研修で、“なる

ほど”と思ったときに使う動作を考えてください」と

投げかけ、各自が決めたポーズをグループメンバー

がリレー形式で繋ぎ、最終的にグループを代表する

「Goodなるほどポーズ賞」を決めてもらった。この

ポーズは他者への同意や共感を示す視覚的な合図と

して、ディスカッションや全体共有の際に使用する

よう参加者へ伝えた。 
 
D．考察 
本年度は、これからも続くであろうオンライン形

式での研修開催に向けて、提供者としてどのように

準備していくか、また受講者へはどのような準備を

してもらう必要があるのかといった点について検討



した。研究メンバーによる幾度にもわたる意見交換

やディスカッションを通じて、オンライン形式で研

修を開催する際の課題や、その対処方法についての

示唆を得ることができた。このような取り組みによ

り、新型コロナウイルスの感染が拡大する状況下に

おいてもオンライン形式でのQA研修をトラブルな

く開催することができたという点では評価できる。

しかしながら、今回は人的資源が確保できたことが、

実際の研修運営に大きく影響していることを考慮し

なければならない。 
今後は、オンライン形式での研修に参加した受講

者の視点を通じた評価や、その内容の分析により、さ

らなる課題や対処方法等について検討を重ね、がん

専門相談員として、継続的に研鑽を積む機会を、研修

提供者、受講者の双方がつくりあげていくことが必

要であると考える。 
 

E．結論 
本年度は QA 研修をオンラインで開催することと

し、オンライン形式での研修プログラムの内容や進

行等についての検討を行った。本研究で得られたオ

ンライン形式での研修実施上の課題やその対処方法

を基に、オンライン形式での研修の質向上のための、

さらなる検討が求められる。 
 
F．健康危険情報 特になし 
 
G．研究発表 

 
1．論文発表 なし 
 
2．学会発表  
髙山智子，齋藤弓子，櫻井雅代，堀抜文香，八巻

知香子．第9回日本がん相談研究会年次大会教育

セッション：「オンライン研修、どう組める？～

研修運営のTips」2021年3月13日（土）Web開催 
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